
技術セミナー案内
2019年9月発行

技術セミナーのご案内

＊： 当日 10:20 より受付開始します。（先着 144 名様）
お名刺のご準備をお願いいたします。

第115回日本食品衛生学会学術講演会

食品分析における
HPLC分析カラム選択方法と

試料調製法のポイント

2019年 10月 4日（金） 10:40 ～ 11:40 ＊

タワーホール船堀 D会場（2階 平安）

POINT 1

HPLC分析カラム選択方法

試料調製・試料前処理

食品分野のHPLC分析では多種多様なカラムの中からその目的成分の分離分析に
最適なカラムを選択することが必要です。
本セミナーでは食品分析で使用されているODSカラムを中心に分離モードの原理を
解説します。さらに、ODSカラムで分離が困難な場合に分離改善に有効なフェニルカラム
等の各種カラム選択のポイントについて説明します。

食品分析のための試料調製、試料前処理の効率化の一部を紹介いたします。
食品分析前処理においては、オイルバスやウォーターバスを使用して加熱する場面も
多くなります。その際に、プログラムによる自動加熱処理が可能なシステムを
利用することで、は従来のウォーターバス等に比べ、一度にたくさんの検体を
処理することができ、器具洗浄等の大変な作業の軽減につながります。

POINT 2
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本カタログの内容は、2019年9月時点のものです。

関連製品

HPLC,LC/MSカラム InertSustainシリーズ

高い不活性さと優れた耐久性を合わせ持つ最新LCカラムブランド

InertSustain C18

InertSustain AQ-C18

InertSustainSwift C18

InertSustain C8

InertSustainSwift C8

InertSustain PFP

InertSustain Phenylhexyl

InertSustain Phenyl

InertSustain Amide

InertSustain NH2

酸分解システムDigiPREP シリーズ

プログラム昇温機能付きの酸分解システム

・耐酸性仕様で低ブランク処理が可能

・多検体同時処理が可能(24、48、72検体対応）

・多段階プログラム昇温対応
DigiPREP MS

タッチスクリーンコントローラー

Dig,TUBEs


